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あらまし：本論では，Problem/Project Based Learning(PBL)をサポートするために開発されてきた ICT

ツールを概観し，その視座を構築することを目的とする．まず，様々に定義されてきた PBLの構成要素を

整理する．なお，本論では Problem / Projectの両者を対象とする．さらに，PBLをサポートするために

開発されてきた ICTを整理し，PBLのどの構成要素に対しての支援であったのかのマッピングを行う．最

終的に Contextual processへの支援を目的とした論文が著しく少ないことを示す． 
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1. はじめに 

これまでに，Problem/Project Based Learning (PBL) 
をサポートするために様々な ICT ツールが開発され

てきた．これに対して，本論文ではその視座を構築

することを目的とする． 
まず，様々に定義されてきた PBL の構成要素を整

理する．なお，本論では Problem / Project の両者を対

象とする．さらに，PBL をサポートするために開発

されてきた ICT を整理し，PBL のどの構成要素に対

しての支援であったのかのマッピングを行う． 
 

2. PBL の構成要素の整理 

代表的な Problem / Project based learning の論文を

参考にそれらの構成要素の整理を行った（表 1）（1）（2）

（3）．縦軸は PBL で利用される学習理論であり，横

軸は PBL の実施に関わる構成要素である． 
PBL で利用される学習理論としては Constructive，

Self-directed，Collaborative，Contextual process の 4
つを抽出した． 

Constructive とは，学習者の能動的な活動により知

識構造の構築および再構築を促す学習である（4）． 
Self-directed とは，学習者が自らの学習活動を計画

し，自己モニタリングを行い，自己評価をしながら

自ら学んでいく学習である（5）． 
Collaborative とは，複数の学習者が様々な相互作

用をするなかで行っていく学習である（6）． 
Contextual process とは，学習者が何らかの文脈と

の結びつきを意識しながら行う学習である．これに

より，学習によって得られた知識や技能を他の場面

（臨床現場等）において活用することが可能になる
（7）． 

PBLの実施に関わる構成要素はProblem，Student，
Teacher/Tutor の３つとした．Problem とは，問題その

ものである．Student とは，学習活動を行う学習者で

ある．Teacher/Tutor とは，学習を指揮する教員であ

る． 

表 1 PBL の構成要素対応表 

 Problem Student Teacher/Tutor 
Constructive    
Self-directed    

Collaborative    
Contextual process    

 
3. PBL を支援する ICT のマッピング 

 PBL を支援する ICT に関連する論文を 1976 年か

ら 2018 年 の Computers & Education 
(https://www.journals.elsevier.com/computers-and-educa
tion)から抽出した．論文数は合計で 40 本にのぼった．

図 1 に出版年度と出版数のグラフを示す．図 1 から

1994 年に初めて論文が出版され，その後，2010 年に

急激ピークを迎えた後に減少傾向にあることがわか

る． 
 図 2 に ICT のマッピング結果を示す（8）．以下では，

それぞれの構成要素に分類された論文を紹介した後，

全体の傾向を分析する． 
Problem, Student - Constructiveに分類された論文と

しては[Wang, 2013]があげられる（8）．Wang らは，コ

ンピュータの画面情報を利用して視覚的に学習者を

支 援 す る visualization-based environment for 
problem-based learning (V-PBL)を提案している．

V-PBLでは concept map などの機能が備わっており，

それにより学習者の知識構造の構築活動を支援する．

問題の知識構造の要素は事前に分解されて，V-PBL
内に設定されている． 

Student, Teacher/Tutor - Self-directed, Collaborative
に分類された論文としては[González-Marcos, 2016]
があげられる（9）．González-Marcos らは，project.net 
community editionや LimeSurveyなどの ICTツールを
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組み合わせて，Project Management 学習用の環境を

構築している（10）（11）．学習者らは Team managers や
Team members などの役割に分かれて，これらのツー

ルを使用し，プロジェクトの進捗管理を自らの手で

実施する．また，学習者らの行動は，教員と学習者

らによって，360 度評価を受けることができる． 
Problem, Student – Constructive, Self-directed, 

Collaborative, Contextual process に分類された論文と

しては [Sancho-Thomas, 2009]があげられる（ 12）．

Sancho-Thomas らは，リアルな CG 空間内でチーム

として問題解決を行うデジタルゲーム（NUCLEO）

を提案している．NUCLEO では，学習者の没入感を

高めることで，学習者のモチベーションを向上させ，

かつ，実世界でのプロジェクト活動に活かせる学び

を引き起こすことを狙いとしている． 
 図 2 から Contextual process の支援を目的とした論

文が著しく少ないことがわかる．Contextual process
は，学習効果を実世界に展開するために重要な要素

である．この要素への支援が少ないことは，そもそ

も課題が存在しない，認識されていない，もしくは，

課題を解決することが困難であるなどの様々な要因

が考えられる．しかしながら，これらの点を考察す

るためには，これまでに明らかにされている PBL 運

営上の課題をまとめ，それらの課題とのマッピング

を行う必要がある． 
 
 

 

図 1  Computers & Education 論文数推移 

 

 

図 2 ICT のマッピング結果 

 

4. おわりに 

本論では，PBL をサポートするために開発されて

きた ICT ツールを概観し，その視座を構築すること

を目的とした．そのために，PBL の構成要素の整理

を行った（表 1）．縦軸は PBL で利用される学習理

論であり，横軸は PBL の実施に関わる構成要素とし

た．そして， PBL を支援する ICT に関連する論文

を Computers & Education から 40 本抽出し，表 1 へ

のマッピングを行った． 
その結果，論文の出版数が 2010 年に急激ピークを

迎えていること，そして，Contextual process への支

援を目的とした論文が著しく少ないことが明らかに

なった．一方で，その要因にまでは踏み込んで分析

することはできなかった． 
今後は，これまでに明らかにされている PBL 運営

上の課題をまとめ，それらの課題とのマッピングを

行う． 
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